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↑　日時

2．場所

3．議題

4．資料

第19回字宙開発委員会（定例会議）

　　　議　事　次　第

　昭和52年8月10日1㈹

　午後2時～4時

　’宇宙開発委員会会議室

　（1）字宙開発計画の見直しに関する技術部会

　　及び計画部会の審議結果に？いて（報告）

　（2）技術試験衛星皿型（ETS一葉）による

　　電波伝搬実験について（報告）

　！説明者　郵政省電波研究所長　　糟谷　績Y

　i　　　　　　　　　　，
　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　、

　＼一　　衛星研究部長　　　　　石田　享1

委19－1

．…姿19－2

　コノ

委19－5

委19－4

第18回宇宙開発委員会（定例会言養）議事要旨

宇宙醗計画の見直しに関する技術部会φ審舞

結果について　　　　・　　　　・　　　　、

「宇宙開発計画（昭和51年度決定）」の見直

しに関ずる計画都会の審講結果について（報告）

，技術試験衛星皿型∫（きく2号）のミ蔓波伝搬実

験（速報）
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　　　　　　18回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　　議冒事　要’旨　　　　　　　　　　　・

1　日時　　　昭和52年17月20日㈱　午後2時～4時

2場解宇翻発類会会議容一
5　議題

　　（1）　長期ビジョン特別部会報告についで

　（2）昭和52年度8～9月期のロケ7ト打上げ計画について

　（3）静止気象衛星の打上げ結果について（速報）

4　資料

　　委18三岳1洞宇宙醗類会（定例会講）議鞭旨

委1 D8－2 ^漏79月期の卿打上膠計画

　　委18－3　T由一5℃6型温ゲツト2号機打上げ計画・書

季18一俄ｦの宇宙騨封ずる長期篇㈱．

　委18－5　　〃，　　　「（第2音略論）

翻幕1．静聯動打上齢索（脚

　　oSESノー・ト　K一％522
　　0　　．〃　　 ・　　幽〃　525．

　　。　”．　”52タ　、’　　　・ご
　　0　9〃　，　　　　〃　525
　　6　　．〃　　　　　　〃　526

　　0　　・　〃　　　　　　　〃　　527

　　　　　　　　　　　　　　　　　℃．5　出席者

　　宇宙開発委員会萎員長代理　　　　　　網島　　　毅

　　　　”　　　　”　　　　　’　　斎　藤　成　文

　　説明者

　　　　グ　　　理事　　　　　 鈴木春噺夫
　　　　〃9　　　打上管制部長　　　　　村　二二，義
　　　　〃　　　．搭載電子装麗開発グル＿プ

　　　　　　　　　　総括開発部員　　　　高比良　　　昭

　　関係省庁職員等
　　科学技術庁研究調盤局長　　　　　’　園　山　重　道

　　　　〃　　長官官房参事官　　　　　・佐．伯　宗　治

　　’工業擶騰弓長　　　沢井新一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：高橋）

　　運輸騨官鯵難・’　継達也
　　謝細長．㌧　一轟木畑簸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃　3高谷）

　　海上徽庁融部長　．　　鈴木ご　登
　　　∫　　　　・　　　　　　　　．　・　　（〃　3石井）

　　郵政省電波監理局審議官’、　　　　門　田　　　博’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃曹・蓮）

　　建設省焔官房技鯵事旦’細lll弥重
　　一　　　・　　　　　　　．　　　　　　　・（”　2渡辺）
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　　〆ド　　’　　　　　一　・　　　一　　　♂　　　　　　℃㍉

　　　　　　鋤骨電波監理局、＝　・’　原田祐治
　　　　　　宇宙開発事業団　’、　 　　　黒田＼泰弘
　　　　　　　“　〃　，　．！　　、　　　　　　平野一報弘・

　　　　　　　　・〃’．秘㌧2　弓塚塚裕’久、’
　　　　扇務局’、’：’　　　　・・　　　．．

　　　　　　’科学技術庁面詰謬論局宇宙傘晦課長’　β　俘　藤｝栄’ご＼

　　・　門．…P∫、“宇宙国際譲　 民三浦　信

　　　　　6　議事要旨一　　　＼二．　　　　！　’「　　　　　一　、い
　　　勇　　　　　　・’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一　　　　　　　　　、　　　　　　　ゴ

　　　　　　（1》前回諸事要旨について　　　∫　　♂”　　　　、

　　　　　一　，第17回宇宙開発委員会（虚例会講）議事要旨が確認され

　　　　　　一たd㌦・一．乙～　バー　1　・　＼　∫．’　一
・）、　（2）馬鍬ジョン特総会議について．一、∫，，：一｛

　　　　　　　　斎藤成文長期ビジヲ’ン特別部会長衆び小田稔作業グル『・一ブ～．

　　　　　　，で表更炉ら資料委18臼農及び．5に基づいて説明が行われ定の

　　　　　　・ち、以下の質疑応答が行われ、’報告が了承された。‘．　　　蓼
　　　　　　　　　　’　　　　ツ　　　！　ぞ　　、．　　’　　一　　・　　　　、　　・
　　　　　　八藤＝特に議論の対象になった篭のは何か。・
　　●細憾星探査や有人飛行の鷺、軸際協力と我紬の自」

　　　　　　　　主性の問題等に議論が多iかった。　　’　　　　　、．‘．

　　　　　　吉識3政策大綱を策定する上で、我々もいろいろ勉強していか・、
　　　　　ぶへ　　．　　　一　　　　　　　　　　　！も　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　・

　　　　　・　：なければならな疹ので長期ビジ月ンにおける主要点特に問

　　　　　ゴ　　題となった論点等につ総て関係者の方から別途説明願えな
　　　　　　ノ　　　　　　　ユ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　一一いか・・，＼　㌧　∴ニー　ン・　一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一　『「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彗

　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　・　　　　　　、　葛　　．阜r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　ρ◎　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　釦．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　ゲ　　　　、一　　亀　　　　　　’　、　、

　　　　　　　　　網島3長期ビジ旦ンを政策大綱にどのように組入れるかを議論レ．
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　ほ　　　に　

　　　　　　　　　　　ていく上で、島さらに小田主査はじめ関係の方の御協力をいた　，

　　　　　　　　　　　だきたい。　　　　　　　　’　　　　　．　　　　　　　二　．・　一、　．

　　　　　　　　　誓紙；この長期ビ或ヨン特別部会報告をふま’え、政策大綱を策定邑’

　　　　・　、　　　　するために今後の作業φ進め方を検討する時期にきたと考え　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　よ

　　　　　　　　《3）　昭和5，2年度8～9月期σゴケツ＾ト打上げ計画について　鴨

　　　　　　　　，一二三局から資料委18一2に基づいて・また・，宇宙開発事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　4－　　1　　’　　・　㌧　・　　　　　　　　，　　一
　　　　　　　　　　団の鈴木春夫理事及び村尾忠義打上管制部長から資料委で8一

　　　　　　　　　、3に基づいて、それぞれ説明が行われたのち㌻打上げ計画が了ご

　　　　　　　　　　承湿たρ＼ド　　’　．　一 i

　　　　　　　　　（41静止気象衛畢の打上げ結果について（速報）　　　　．

　　　　、　宇宙論業団の狂騰翻廠及織良昭騰喪◎「
　　　　　　　　　一置開発グループ総括開発部員から資料18－6に基づいて説明　　　　　　】

　　　　　　　　　　が痴れμ∵7　　一一’．　　三　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　”　　　　　　　　　　　一　　　　　　　戸　　　　　　　　　　　　、　イ　　　　　　　　　ゴ　　一’　　　　くr　、　　　　一　　　　　　　　　　罫　　　　　　　　　一　・　、・　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　ノ

　　　　　　　　　　・　　　、　　・　　　、　　　馬　　層　　　　　　、　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　一
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